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　12 月 1 日～ 12 月 31 日までの期間、全国一斉に
歳末たすけあい運動が展開されています。
　新たな年を迎えるこの時期に、
支援を必要とする人たちが地域で
安心して暮らすことが出来るよう、
皆さんのあたたかな気持ちを活か
す運動に、ご理解、ご協力をよろ
しくお願いいたします。 愛ちゃんと希望くん

共同募金運動にご協力をお願いします!!
赤い羽根共同募金運動  実施期間 10月1日～12月31日まで
歳末たすけあい運動 実施期間 12月1日～12月31日まで

募金運動の様子（H30.10.6 いしかわ動物園）



第
67
回
石
川
県
社
会
福
祉
大
会 

開
催

　
10
月
30
日
、石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、県
内
の
社
会
福
祉
関

係
者
約
６
０
０
名
参
加
の
も
と
、第
67
回

石
川
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、こ

れ
ま
で
、多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発

展
に
功
労
の
あ
っ
た
５
０
１
名
52
団
体
に

対
し
、社
会
福
祉
功
労
者
等
知
事
表
彰
、並

び
に
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、能
美
市
関
係
の
被
表
彰
者
は
次

の
方
々
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

石
川
県
知
事
表
彰 

�（
敬
称
略
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者・活
動
団
体（
2
団
体
）

加か

賀が

佐さ

野の

小こ

町ま
ち

（
代
表
：
中な

か
村む

ら　
朱あ

け
実み　
会
員
数
：
16
名
）

　
よ
さ
こ
い
踊
り
を
通
し
て
、文
化
祭
や

福
祉
施
設
へ
の
訪
問
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、地
域
の
方
々
に
元
気
を
届

け
る
た
め
の
公
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

寺て
ら

井い

民み
ん

児じ

フ
レ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

（
代
表
：
作さ
く

川が
わ　
準じ

ゅ
ん　
会
員
数
：
26
名
）

　
退
任
し
た
寺
井
地
区
民
生
児
童
委
員
の

有
志
で
結
成
。児
童
館
や
地
域
で
開
催
さ

れ
る
子
育
て
支
援
、障
害
の
あ
る
方
の
支

援
活
動
等
に
協
力
し
て
い
る
。

 

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
表
彰 

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
事
業
従
事
者（
1
名
）

山や
ま

内う
ち

　
由ゆ

紀き（
能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
役
員
等（
1
名
）

新に
っ

田た

　
芳よ

し
夫お
（
能
美
市
遺
族
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者・活
動
団
体（
2
団
体
）

元
気
で
や
ろ
う
会

（
代
表
：
山や
ま

西に
し　
哲て

つ
夫お　
会
員
数
：
17
名
）

　
シ
ル
バ
ー
世
代
の
仲
間
で
結
成
。公
園

等
の
草
刈
り
や
、会
員
の
趣
味
を
活
か
し

て
門
松
を
製
作
し
、公
共
施
設
に
寄
贈
す

る
な
ど
環
境
整
備
を
中
心
と
し
た
地
域
貢

献
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ニ
ア
大だ
い

楽が
く

（
代
表
：
由よ

し
田た　
哲て

つ
也や　
会
員
数
：
20
名
）

　
シ
ニ
ア
世
代
か
ら
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
心
豊
か
に
過
ご
す
た
め
、趣
味
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
通
し
た
仲
間
づ
く
り
活
動

で
積
極
的
に
地
域
貢
献
も
行
っ
て
い
る
。

～役員等視察研修〈京都府綾部市社会福祉協議会〉～
　10 月 12 日、本会の理事・評議員や職員等 24 名が、綾部市社会福祉協議会を訪問し、総合相談・生活
支援体制整備について学んできました。
　綾部市社協では、「地域包括支援センター」と「生活サポートセ
ンター」（総合相談や法人後見制度）の相談支援部に社会福祉士 10
名を配置し、地域の様々な困りごとの相談・支援にあたっていま
す。また、認知症サポーター養成講座を軸に、地域の人材育成にも
積極的に取り組み、住民主体の生活支援の助け合い活動の拡充をす
すめています。
　専門職だけではなく、地域の人材やネットワークをもとにワンス
トップの総合相談体制を構築していました。
　能美市社協でも「くらしサポートセンターのみ」、「寺井あんしん相談センター」の相談窓口を設置し、
地域の相談窓口とが連動した総合的な相談支援体制の構築を目指しています。今回の研修で学んだ福祉
活動の担い手育成のしくみ等を今後に活かしていきます。

がんばる綾部　― 研修会に参加して ―　（敬称略）

　綾部市は人口 33,708 人、高齢化率 37％、限界集落
もある。そんな地域の地域福祉活動計画の目標は、「み
んなに居場所とあなたに出番があるまち綾部」。認知症
サポーターが 1万人を超え、実際にいろいろな助け合い
の活動が生まれている綾部市。「自分たちの暮らしは自
分たちの手で！」という市民の熱い思いに刺激を受けた。
� （理事 ･副会長　栗山 よしみ）

　まず、「みんなに居場所を、あなたに出番を」という
経営ビジョンに感心。住民と一体感のある活動を進める
ためのステップアップ方式の人材育成にも感心。その
根っこである「認知症サポーター」がなんと 1万人も。
その中から次のステップに進む人が出てくる。ウーン、
なるほどとまた感心。よい 1日となりました。
� （評議員　東方 俊一郎）

活発な質疑応答が行われました
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7
月
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
派
遣
活
動
報
告

　
豪
雨
災
害
か
ら
約
2
か
月
が
過
ぎ
た
9
月
5
日
～
9
月

10
日
の
2
日
間
、石
川
県
社
協
か
ら
の
要
請
で
広
島
県
呉
市

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下
、災
害
Ｖ
Ｃ
）へ
社
協

職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
活
動
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
広
島
県
呉
市
の
被
害
状
況
は
地
区
で
差
が
あ
り
、市
街
地

は
浸
水
被
害
に
よ
り
泥
が
堆
積
し
て
い
る
家
が
多
く
、山
間

部
で
は
土
砂
崩
れ
に
よ
り
家
が
つ
ぶ
さ
れ
、全
壊
の
家
屋
も

あ
り
ま
し
た
。山
に
囲
ま
れ
て
い
る
地
形
で
あ
る
た
め
、山

か
ら
の
土
砂
を
受
け
、被
害
は
甚
大
で
し
た
。

　
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、生
活
に
大
き
な

不
安
を
感
じ
て
お
り
、人
と
人
と
の
支
え
合
い
が
必
要
な
状

況
で
し
た
。そ
の
た
め
、避
難
所
や
自
宅
で
過
ご
す
方
と
積

極
的
な
交
流
を
心
が
け
ま
し
た
。そ
の
人
そ
の
人
に
寄
り
添

い
少
し
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
、明
る
く
な
っ
た
り

し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　
広
島
県
呉
市
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、7
月
豪
雨
に
よ
り
発
足
し
ま

し
た
。私
の
業
務
内
容
は
、災
害
Ｖ
Ｃ
に
来
ら
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
繋
ぎ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
を
行
う
業
務
で
し
た
。住
民
の
方
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
が
災
害
Ｖ
Ｃ
に
寄
せ
ら
れ
る
中
で
、ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
繋

げ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
し
た
。ス
タ
ッ
フ
が
地

域
を
把
握
し
て
な
い
状
態
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
は
怪
我
の
原
因
と
な
る
た
め
、地
域
を
見
て
回

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ
と
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
送
り
出
す
際
は
注
意
事
項
と
し
て
行
き
先
の
状
況
を
説

明
で
き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
地
域
の
復
興
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
外
部
の
人

間
の
力
が
必
要
で
す
。で
す
が
、そ
れ
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
に

な
る
の
で
は
な
く
、地
域
が
持
つ
力
を
活
か
し
、住
民
同
士

で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。住
民
同
士
が
支
え

合
っ
て
い
る
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
部
の
人
間
も
協
力
し

連
携
す
る
こ
と
で
、早
期
の
復
興
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、

普
段
か
ら
隣
近
所
で
の
交
流
や
声
掛
け
な
ど
を
通
し
て
、関

係
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
自
分
の
身
を
守
り
、相
手
の
身
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
事
は
地
域
の
中
で
の
関
係
づ

く
り
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と

り
が
意
識
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
経
験
を
活
か
し
、能
美
市
の
中
で
の
連
携
や
防

災
意
識
の
醸
成
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、日
々
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
主
事　
宮
坂
悠
太
）↑土のうを撤去しているボランティア

↑土砂崩れの被害を
うけた山間部

能
美
市
民
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

「
地
域
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

～
上
手
な
連
携
を
考
え
る
」

　
11
月
６
日
、
寺
井
地
区
公
民
館
に
お
い
て
市
民
約
１
４
０

名
参
加
の
も
と
、
能
美
市
民
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
７
月
豪
雨
災
害
で
広
島
県
呉

市
に
派
遣
さ
れ
た
本
会
の
宮
坂
主
事
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
、
N
P
O
法
人
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
理
事
長　
李
仁
鉄
氏
が
「
地
域
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
～
上
手
な
連
携
を
考
え
る
」
と
題
し
、
地
域
の
受
援
力
（
た

す
け
て
と
言
え
る
力
）
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
!!
を
テ
ー
マ
に
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
の
内
容
を
踏
ま
え
、
先
生
か
ら
、
支

援
す
る
際
の
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
課
題
が
出
さ

れ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
有
事
の

際
の
支
援
者
の
役
割
分
担
と
し
て
、
①
復
旧
作
業
や
生
活
援

助
な
ど
の
直
接
支
え
る
役
割
は
、
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
も
出
来
る
事
、
②
気
づ
き
、
相
談
に
乗
る
役
割
は
、
普
段
か

ら
の
顔
見
知
り
の
人
だ
か
ら
関
わ
れ
る
事
。
地
域
の
人
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
事
が
あ
り
、

身
近
な
人
だ
か
ら
こ
そ
、

「
た
す
け
て
」
と
言
い
や

す
く
な
る
事
を
、
話
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
先

生
が
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
な
く
、

「
災
害
に
も
、
強
い
普
段

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
と
締
め

く
く
り
研
修
会
を
終
え

ま
し
た
。

3



　
7
月
20
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動

の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
【
入
門
編
】
は
、
10

月
26
日
に
第
4
回
の
講
座
を
行
い
、
閉
講
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
、
第
1
回
を
根
上
・
寺
井
・
辰
口
3

地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
開
催
し
、
町 （
内
） 会
長
及
び
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
も
参
加
頂
き
ま
し
た
。
全

4
回
の
座
学
と
地
域
で
の
実
習
を
修
了
し
た
方
は

41
名
で
、
今
後
は
「
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進

員
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
地
域
福
祉
委
員
会
活
動

の
推
進
役
と
し
て
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

★
受
講
修
了
者
（
敬
称
略
）

浅
田
佐
智
江
・
山
田
秀
子
（
西
任
田
町
）、
澤
田
信
春
・
麻
田
繁
子
（
五
間
堂
町
）、

本
多
里
美
（
中
ノ
江
町
）、
山
内
美
智
子
（
浜
開
発
町
）、
中
川
政
則
（
大
成
町
）、
朝
本

裕
子
・
福
益
和
子
・
沖
野
弘
美
・
大
石
良
能
（
福
島
町
）、
大
村
哲
夫
・
倉
元
秀
夫
・
清

水
雅
江
（
寺
井
町
）、
松
田
千
代
子
（
末
信
町
）、
今
川
登
美
子
・
大
泉
民
子
（
湯
谷
町
）、

南
與
四
次
・
魚
田
悦
子
・
北
村
久
美
江（
吉
光
町
）、
小
林
都（
粟
生
町
）、
畑
下
留
美
子
・

山
田
敦
子
（
三
道
山
町
）、
橋
場
由
美
子
（
宮
竹
町
）、
中
出
廣
子
（
長
滝
町
）、
居
村
ひ

と
み
（
岩
内
町
）、
奥
村
み
よ
い
・
米
田
咲
知
子
（
火
釜
町
）、
赤
木
京
子
・
酒
井
勲
（
来

丸
町
）、
栗
山
よ
し
み
（
三
ツ
屋
町
）、
坂
本
朝
子
（
湯
屋
町
）、
中
山
常
明
（
舘
町
）、
荒

牧
真
由
美
・
辻
本
和
弘
・
藤
島
一
弥
・
井
ノ
上
真
理
子
（
緑
が
丘
）、
南
盛
二
・
斉
藤
め

ぐ
み
・
北
み
さ
を
・
梅
本
貴
美
子
（
松
が
岡
）

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
入
門
編
】（
全
４
回
）閉
講

～
修
了
者
41
名
が
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
推
進
員
と
し
て
登
録
～

金城大学 内慶瑞氏から支え合い・助け合いの大切さ
について講義を受けました

　
9
月
11
日
に
開
講
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座
【
実

践
編
】
は
、【
入
門
編
】
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
な
り
、
11
月
13
日

に
第
3
回
講
義
を
以
っ
て
閉
講
し
、
10
地
域
福
祉
委
員
会
が
修
了
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所 

木
原
孝
久
所
長
を
招
き
、「
住
民
流
支
え
合

い
マ
ッ
プ
」
の
手
法
を
基
に
、
地
域
の
情
報
を
マ
ッ
プ
に
よ
り
可
視
化
し
、

課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
課
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
域
福
祉
委
員
会
で
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
活
か
し
て
見
守
り
・
助
け
合

い
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

★
受
講
修
了
町 （
内
） 会
（
順
不
同
）

下
ノ
江
町
、
福
岡
町
、
寺
井
町
山
道
地
区
、
和
佐
谷
町
、
灯
台
笹
町
、

大
口
町
、
長
滝
町
、
岩
内
町
、
山
田
町
、
舘
町

地
域
福
祉
委
員
会
活
動

ヒ
ン
ト
探
し
講
座【
実
践
編
】（
全
3
回
）閉
講

「マップによって、支援の必要な人を把握できました」
（寺井町三道山：南福祉推進員）

「地域のつながりを再確認できました」
（灯台笹町：中田民生委員児童委員）
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末
信
町
の
世
帯
数
は
1
5
0
世
帯
、
人
口
は

5
8
8
人
。
人
の
出
入
り
は
少
な
く
、
町
民
の
つ
な

が
り
は
強
い
反
面
、
高
齢
者
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
福
祉
委
員
会
は
世
代
を
超
え
て
交
わ

る
場
を
広
く
つ
く
り
、「
共
に
わ
か
り
合
い
、
支
え
合

う
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
居
場
所
、

活
躍
の
場
を
広
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

1 

公
民
館
開
放
＆
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
毎
月
1
回
、
第
2
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

太
鼓
･
民
謡
･
踊
り
･
工
作
教
室
･
「
日
本
語
で

遊
ぼ
う
」
･
健
康
教
室
等
に
加
え
、
毎
回
の
活
動
の

締
め
に
は
専
属
バ
ン
ド
･
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
伴
奏
で

懐
メ
ロ
や
唱
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
単
に
見
聞
き
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
参
加
、
体
験
す
る
活
動
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
講
師
も
町
内
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、

講
師
、
参
加
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

2 

の
み
活
健
康
体
操

　
毎
月
2
回
、
第
1
･
第
3
金
曜
日
に
市
か
ら
講
師

を
招
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
先
生
の
「
無
理
せ
ず
、

自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
さ
ぼ
る
こ
と
も
大
切
。

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
身
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。
年
1
回
の
体
力
測
定
で
、
そ

の
成
果
を
実
感
し
た
人
も
多
く
い
ま
す
。
始
め
た
こ

ろ
は
数
名
だ
っ
た
参
加
者
も
、
口
コ
ミ
で
そ
の
良
さ

が
広
が
り
、
今
で
は
10
名
を
超
え
、
公
民
館
が
狭
く

感
じ
る
く
ら
い
で
す
。

3 

さ
さ
え
あ
い
（
愛
）
隊
活
動
　

　
高
齢
者
世
帯
･
障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
を

支
え
る
た
め
、
3
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
14
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
除
雪
、

庭
木
の
剪
定
、
除
草
、
電
球
、
電
池
の
交
換
、
粗
大

ゴ
ミ
の
収
集
、
通
院
の
付
添
、
大
雪
･
台
風
時
の
見

守
り
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
冬
は
大
雪
で

除
雪
に
フ
ル
出
動
。
多
く
の
高
齢
者
か
ら
感
謝
の
声

を
頂
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
は
遠
慮
深
く
、
自
分

か
ら
な
か
な
か
言
い
出
さ
な
い
の

で
、民
生
委
員
や
福
祉
推
進
員
か
ら
、

「
困
っ
た
こ
と
や
お
手
伝
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
か
け
を

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
地
域
福
祉
委
員
会
で
は

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
参
加
者
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
見
直
し
、
課
題
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�

末
信
町
地
域
福
祉
委
員
会　
一
同

末
信
町
地
域
福
祉
委
員
会

平成30年度 能美市社会福祉協議会 会員会費募集状況 （平成30年11月6日現在）
正会員	 個人会員	 （1,000円）	  881名	 881,000　円
	 組織・団体・法人会員	（5,000円）	 84社	 420,000　円
賛助会員	 個人会員	 （300円以上）	 3,449名	 1,906,970　円
	 団体・企業会員	 （3,000円以上）	 240社 	 861,000　円
	 	 	 合計	 4,068,970　円

組織・団体・企業からの会費納入一覧（敬称略）※ほほえみ第53号の折込みチラシ記載以降の納入分 �（平成30年11月6日現在）
正会員
粟生町	 ㈱髙木組	 寺井町　（社福）南陽園　夢ファクトリー てらい
三ツ屋町	 学研ココファン辰口
賛助会員

※引き続き12月末日まで受け付けています。ご協力お願いします。

道林町 織田電気管理事務所 粟生町 吉光建材㈱/㈲れんだ
莇生町 あぞう接骨院/㈱北陸カラーフォーム 緑が丘 ㈱あんすりー
岩内町 いわうちマルシェ/御菓子司なかだ/㈱シンエイデンコ―/伴場造園 鍋谷町 イシタ㈲/谷田木材
金沢市 ㈱石川コンピュータ・センター 白山市 能登印刷㈱

ありがとう
ございました !!

いきいきサロンでのうちわ作り

ささえあい隊による除雪活動

地域福祉
委員会

特集!
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● 親子サロン（ママ友相談）
会場 開催日 開催場所 開催時間
根　上 毎週 水曜日 西二口町公民館（コミュニティセンター）

9時30分～13時30分寺　井 毎週 木曜日 粟生コミュニティセンター
辰　口 毎週 火曜日 岩内コミュニティセンター

※お休み　根上地区：12月26日、1月2日、1月30日　　寺井地区：12月27日、1月3日、1月31日
　　　　　辰口地区：12月25日、1月1日、1月29日

相談日のお知らせ
● 弁護士無料法律相談　 要予約 　
 13時30分～15時30分

相談日 開催場所
12月11日㈫、21日㈮

ふれあいプラザ 1月11日㈮、21日㈪
 2月12日㈫、25日㈪

※時間は一人およそ30分、1日4名迄です。
（問合せ☎58－6603）

（平成30年12月～平成31年2月分）

● 行政書士無料相談　 要予約 　13時30分～15時30分
＜相続、遺言書、農地転用、在留ビザ、各種許認可などの相談ができます＞

相談日 開催場所 問合せ
1月17日㈭ ふれあいプラザ くらしサポートセンターのみ（☎58－6603）

※時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

● 行政書士無料特別講習会
 13時30分～15時30分

＜テーマ 成年後見制度について＞
相談日 開催場所

12月13日㈭
ふれあいプラザ

 2月21日㈭
※講習会後に、テーマに基づいた個別相談も開催します。

（問合せ☎58－6603）

● ほっとあんしんサロン　13時30分～15時30分
開催日 開催場所 問合せ

12月12日㈬
ふれあいプラザ （☎58－6200） 1月 9日㈬

 2月13日㈬
※高齢期を迎えての健康や、暮らし方の不安、また介護をしていての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませんか。
　「能美市介護を考える会」会員がスタッフとしてお待ちしています。どなたでも、お気軽にご参加下さい。

● 心配ごと相談　13時30分～15時30分
＜日常の困りごとや心配ごとなど解決へのアドバイスを行います＞

地区 開催日 開催場所 問合せ
根上地区 毎月25日 根上窓口センター

くらしサポートセンターのみ
（☎58－6603）

寺井地区 毎月 5日 寺井地区公民館
辰口地区 毎月15日 辰口福祉会館

※辰口地区　1月の開催日は16日㈬となります。

これからの予定 平成30年12月～平成31年2月
12月 1日㈯～
12月31日㈪

共同募金　地域歳末たすけあい運動開始
（能美市共同募金委員会）

12月7日㈮
～12月9日㈰

歳末助け合い入札展
（寺井地区公民館）

12月8日㈯ 第2回絵本カフェ（子育て応援委員会）
12月10日㈪～ 歳末お見舞金贈呈
 1月27日㈰ 地域福祉委員会連絡会（活動推進会議）

ありがとうございました

寄付御礼（敬称略）

・北陸労働金庫能美支店	地域推進委員会
・匿名　1件

平成30年8月18日～
平成30年11月16日

誰でも気軽に、のんびりと過ごせる「絵
本カフェ」を開催します。いろいろな絵
本にふれながら、ご家族、お友達と美味
しい飲み物でゆったりとしたひと時を
過ごしませんか？どなたでも参加でき
ますので、ぜひお立ち寄りください☆
（申込み不要）
日時：12月8日㈯10時～14時
	 ♪11時～	お楽しみコンサート
場所：G-Hills（ジーヒルズ）
	 能美市緑が丘11丁目49番地1

6
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プ ル タ ブ 収 集 の ご 報 告
いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
H30.8.11～ H30.11.16　プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介します。
福島保育園 3.0㎏、長野保育園 1.2㎏、大釜屋保育園 1.9㎏、宮竹保育園 9.0㎏

（敬称略・順不同）

プルタブ以外にも、エコキャップ、ベルマーク、古切手、使用済みインクカート
リッジ等も集めています。ご協力お願いします。

能美市社会福祉協議会（ふれあいプラザ2階）、白寿会館、亀齢荘、
G-Hills（ジーヒルズ）に収集ボックスを設置しています。

持ち込み場所

情報 傾聴ボランティアに興味のある方
あなたの“効

き
く耳

みみ
”を役立てませんか！

能美市傾聴ボランティア「うなづき」は、隔月第2金曜日（基本）ふれあ
いプラザ2階にて、研修・連絡会を行っています。興味のある方は、いつ
でも見に来てください。先輩たちと一緒に“聴くこと”傾聴ノウハウを段
階的に学びます。仲間もいっぱいいます。
地域の中で、高齢者の方の心に寄り添う傾聴ボランティアとして活動してみませんか。
問合せは、能美市社会福祉協議会（☎58－6200）まで！
★ 平成31年2月～3月『春まちぽかぽかプロジェクト』にあわせてどなたでも参加できる研修を行う
予定です。

皆で学び、実践に生かしています

情報 能美市ジュニアボランティアクラブ 活動開始!

顔合わせのレクレーション

　10月20日㈯、ふれあいプラザにて、ジュニアボランティアクラブの開講
式を行いました。今年度は市内小学生の親子11組の申し込みがありました。
市ボランティア連絡協議会南野一栄副会長から、ボランティアの大切さや楽
しさ、体験に向けての心構えを学び、施設体験をスタートさせました。
◎開講式参加者の感想
『いろいろなボランティアに参加して、もっとみんなとふれあいたいと思い
ました』〈宮竹小3年 村井田心梓〉

コース②「グループホーム　ゆず」での活動体験（11月10日）3組参加
　たこやき作りを通して利用者の方とふれあい、大変喜ばれました。
◎参加者の感想
『疲れたけど、楽しかったです』  〈辰口中央小2年 山口明晟〉
『「ゆず」にはおじいちゃんとおばあちゃんが、たくさんいることが分か
りました』  〈辰口中央小4年 柴田廉〉

出来立てのたこやきをどうぞ！

コース①「特別養護老人ホーム ボニュール根上苑」での活動体験（10月20日）4組参加
　利用者の方とじゃんけんやボール遊びを行いました。最初の緊張がほ
ぐれてからは、積極的に利用者とおしゃべりする姿も見られました。
◎参加者の感想
『初めておじいちゃんとおばあちゃんと仲良くお話しできたので楽し
かった』  〈辰口中央小1年 橋場友雅〉
『いろいろな人と交流できて楽しかった』
  〈辰口中央小2年 小山由貴〉おじいちゃんと真剣勝負！
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さぁ、あなたも自分にできることを！
こちらからは能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより
こちら側からの2ページは、ボランティアに関する活動報告や、＂知って得する、役立つ＂情報を掲載しています。
皆様からのご質問にもお答えしますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo.jp

〒923－1121　石川県能美市寺井町た8番地1　能美市ふれあいプラザ　2階
◉ 法人事務局� （☎�0761－58－6200　FAX�0761－58－6250）
◉�ボランティア・コミュニティ活動支援センター

◉�ファミリー・サポート・センター� （☎�0761－58－6230　FAX�0761－58－6250）
◉�くらしサポートセンターのみ� （☎�0761－58－6603　FAX�0761－58－6733）
◉�能美居宅介護支援事業所� （☎�0761－58－6005　FAX�0761－58－6733）
◉�寺井あんしん相談センター� （☎�0761－58－6117　FAX�0761－58－6733）

☎�0761－58－6200　FAX�0761－58－6250
ホームページ�http://nomi-vc.net

除雪ボランティア大募集！
情報
111

除雪が困難な高齢者世帯等を対象に家屋周りの除雪作業を
行う除雪ボランティアを募集しています。個人・企業・組合・
サークル・学生さんも、仲間で誘い合って登録してください！
お待ちしています！下記ボランティア・コミュニティ活動支
援センターへ申し込んで下さい。

小学校内通路を除雪する企業有志ボランティア

最新ボランティア登録数3,925
96

（個人も含め）人

グループ

（H.30.11.1現在）

もうすぐ雪のシーズンです！
さぁ～今年もみんなの力を !!!

　能美市内郵便局と能美市は、地域における協力に関
する協定を締結しています。項目の一つに「地域の見
守り活動」があります。高齢者や子供に何らか異変を
発見した場合に関連する部署に情報提供を行い対応し
ます。特にここ最近の雪害や酷暑によって、一人暮ら
しの高齢者に心配な面があります。毎日の配達や渉外
活動で、前日の郵便等がそのままになっていないか等
に心掛けています。雪害では危険な面を感じましたの
で、地元の民生委員さんと一緒に一人暮らしの高齢者
宅の除雪もさせていただきました。
　これからも地域の「安全」と「安心」のため、郵便局は、
地域貢献に努めていきたいと思います。

連 載 No.21　辰口郵便局 さん 倉重町

辰口郵便局長
地中　勉 氏

地域での除雪活動のようす

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫
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